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海外貸与奨学金 2025 年 1 月 31 日（金）期限 

（※1）

（※2） （※3 （※4 （※5 （※6

 記入日 年 月 日 

奨学生番号 
（※2）

氏 名 
（※3）

現在籍学校名（日本語又は英語） 

学部・学科／研究科・専攻 

国内連絡者現住所 

設問 １．奨学金制度は、意欲と能力のある皆さんが経済的に自立し、自らの意思と責任により学生生活を送れるよう支援するも

のです。また、貸与された奨学金は返還する義務があります。先輩奨学生の返還金が、直ちに後輩奨学生の奨学金として循環運

用される仕組みとなっており、返還金が確実に返還されないと、次代の奨学生の採用に重大な支障をきたすことになります。奨学

生ひとりひとりがこのような制度の仕組みを理解し、責任を持って返還をすることが重要です。 

あなたは返還の義務を自覚していますか。 

ア．はい イ．いいえ

設問 ２．以下のいずれかに該当する場合は、奨学金の交付について「廃止」(又は「停止」)の処置がとられます。 

あなたは学業不振の場合の処置について理解していますか。 

ア．はい イ．いいえ

設問 ３．学生生活費の状況など、経済状況は奨学金申込時または前回の継続願提出時と比較して変わりましたか。

ア．好転した  イ．ほぼ変わらない ウ．苦しくなった

照会番号
（※1）

設問 １０．奨学事業実施上の参考とするため、次のアンケートにお答えください。

なお、このアンケートは、奨学金継続願の内容に影響を及ぼすものではありません。 

設問 １０－１．奨学金が受けられなかった場合についてお答えください。 

ア．修学が困難（不可能）となる。 

イ．修学は可能だが、自分が学びたい分野や学校での修学は困難となる。 

ウ．修学は可能だが、アルバイト等が不可欠で、勉学に支障が出る。 

設問 １０－２．奨学金の貸与を受けたことによって、勉学に励む時間が変化したかどうかお答えください。 

ア．増加した 

イ．やや増加した 

ウ．あまり変わらなかった 

設問 １０－３．現在、貸与を受けている月額についてお答えください。

ア．適切である 

イ．少ない 

ウ．多い 

ご記入いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は，機構の奨学金貸与業務（返還業務を含む）のために利用されます。この利用目的の適

正な範囲内において，当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む）が，学校，金融機関，文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供さ

れますが，その他の目的には利用されません。機関保証加入者については，機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に

提供されます。また，行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は，適正な範囲内においてあなたの情報

が提供されます。
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設問 ４－１．【あなたの収入】あなたの前年度 12 月から今年度 11 月の収入に関する金額を記入してください。 

※1 万円未満切り捨て

（※4）転記してください）

設問 ４－２．【あなたの支出】あなたの前年度 12 月から今年度 11 月の支出に関する金額を記入してください。 

※1 万円未満切り捨て

（※5）転記してください

設問 ５．あなたの経済状況を具体的に記入してください。

設問 ６．この１年間の学生生活の状況などを記入してください。

設問 ７．この１年間の授業出席状況について、あてはまるものを選択してください。

ア．全部もしくはだいたい出席した イ．ア以外(下記にその理由をご記入ください)

設問 ８．この１年間の学修に対する取組みの姿勢について、あてはまるものを選択してください。

ア．熱心に取組んだ イ．取組みが不十分だった(下記にその理由をご記入ください)

設問 ９－１．「在籍証明書」の卒業予定期について、あてはまるものを選択してください。

設問 ９－２．卒業予定年月を記入してください。

９－１がアの場合→ 「在籍証明書」に記載の卒業予定年月を記入してください 

イの場合→ 学校担当者と相談のうえ決定した卒業予定年月（最終授業／試験が行われる年月）を 

記入してください

卒業予定年月 年 月 

設問 ９－３．上記の卒業予定年月とあなたの奨学金貸与終期の一致状況について確認してください。（※6）転記してください

年 月 

卒業予定年月と奨学金貸与終期が一致する → 次のページ(設問 １０．)へ 

卒業予定年月と奨学金貸与終期が一致しない → 理由について、下記①～⑪から選択してください。 

年 月 ～ 年 月 

あなたの奨学金貸与終期
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設問 ４－１．【あなたの収入】あなたの前年度 12 月から今年度 11 月の収入に関する金額を記入してください。 

※1 万円未満切り捨て 

（※4）転記してください）

設問 ４－２．【あなたの支出】あなたの前年度 12 月から今年度 11 月の支出に関する金額を記入してください。 

※1 万円未満切り捨て

（※5）転記してください

設問 ５．あなたの経済状況を具体的に記入してください。

設問 ６．この１年間の学生生活の状況などを記入してください。

設問 ７．この１年間の授業出席状況について、あてはまるものを選択してください。

ア．全部もしくはだいたい出席した イ．ア以外(下記にその理由をご記入ください)

設問 ８．この１年間の学修に対する取組みの姿勢について、あてはまるものを選択してください。

ア．熱心に取組んだ イ．取組みが不十分だった(下記にその理由をご記入ください)

設問 ９－１．「在籍証明書」の卒業予定期について、あてはまるものを選択してください。 

設問 ９－２．卒業予定年月を記入してください。

９－１がアの場合→ 「在籍証明書」に記載の卒業予定年月を記入してください 

イの場合→  学校担当者と相談のうえ決定した卒業予定年月（最終授業／試験が行われる年月）を

 記入してください 

卒業予定年月 年 月 

設問 ９－３．上記の卒業予定年月とあなたの奨学金貸与終期の一致状況について確認してください。（※6）転記してください

  年 月 

卒業予定年月と奨学金貸与終期が一致する  → 次のページ(設問 １０．)へ 

卒業予定年月と奨学金貸与終期が一致しない  → 理由について、下記①～⑪から選択してください。 

年 月 ～ 年 月 

あなたの奨学金貸与終期
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海外貸与奨学金 2025 年 1 月 31 日（金）期限

（※1）

（※2） （※3 （※4 （※5 （※6

記入日 年 月 日 

奨学生番号 
（※2）

氏 名 
（※3）

現在籍学校名（日本語又は英語） 

学部・学科／研究科・専攻 

国内連絡者現住所 

設問 １．奨学金制度は、意欲と能力のある皆さんが経済的に自立し、自らの意思と責任により学生生活を送れるよう支援するも

のです。また、貸与された奨学金は返還する義務があります。先輩奨学生の返還金が、直ちに後輩奨学生の奨学金として循環運

用される仕組みとなっており、返還金が確実に返還されないと、次代の奨学生の採用に重大な支障をきたすことになります。奨学

生ひとりひとりがこのような制度の仕組みを理解し、責任を持って返還をすることが重要です。 

あなたは返還の義務を自覚していますか。 

ア．はい イ．いいえ

設問 ２．以下のいずれかに該当する場合は、奨学金の交付について「廃止」(又は「停止」)の処置がとられます。 

あなたは学業不振の場合の処置について理解していますか。 

ア．はい イ．いいえ

設問 ３．学生生活費の状況など、経済状況は奨学金申込時または前回の継続願提出時と比較して変わりましたか。

ア．好転した イ．ほぼ変わらない ウ．苦しくなった

「

奨学生番号  （※2） には、こちらの数字を転記してください。 

氏名 様 （※3）  

設問 ４－１．【あなたの収入】 （※4）

設問 ４－２．【あなたの支出】 （※5）

設問 ９－３．あなたの奨学金貸与終期 （※6） 

（※1）

⇒ 

照会番号 
（※1）

2 WEB版

設問 １０．奨学事業実施上の参考とするため、次のアンケートにお答えください。 

なお、このアンケートは、奨学金継続願の内容に影響を及ぼすものではありません。 

設問 １０－１．奨学金が受けられなかった場合についてお答えください。 

ア．修学が困難（不可能）となる。

イ．修学は可能だが、自分が学びたい分野や学校での修学は困難となる。

ウ．修学は可能だが、アルバイト等が不可欠で、勉学に支障が出る。

設問 １０－２．奨学金の貸与を受けたことによって、勉学に励む時間が変化したかどうかお答えください。 

ア．増加した

イ．やや増加した

ウ．あまり変わらなかった

設問 １０－３．現在、貸与を受けている月額についてお答えください。 

ア．適切である

イ．少ない

ウ．多い

 ご記入いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は，機構の奨学金貸与業務（返還業務を含む）のために利用されます。この利用目的の適

正な範囲内において，当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む）が，学校，金融機関，文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供さ

れますが，その他の目的には利用されません。機関保証加入者については，機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に

提供されます。また，行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は，適正な範囲内においてあなたの情報

が提供されます。 
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